










目的 

 我々は 1983 年以降,3 年間に 3 つの controlled study により,川崎病患児にγ一グロブ

リン療法(GG 療法)を施行し,川崎病に発生する最も重大な合併症である冠動脈障害(CAL)

の予防効果を検討してきた。ここでは,この 3つの study の全容を述べるとともに,現在進

行中のγ一グロブリン 1000 ㎎/Kg・1 回投与療法の結果を報告し,そこから導き出されたγ

一グロブリン至適投与法について検討したい。 


